
将来のあるべき姿 施策の⽅向性 指標の考え⽅（案）

① 新たな資源の投⼊が抑制されている
・不要なワンウェイプラスチックが削減されている
・持続可能な素材(紙,⻑寿命,バイオプラ等)への転換が進んでいる

・徹底した発⽣抑制（リフューズの推進）
・代替素材の利⽤促進

・レジ袋・⽩⾊トレイ流通量
・マイバッグ，マイボトルの普及率
・バイオプラスチックの導⼊量

② 回収とリサイクルが推進されている
・ペットボトルの可燃ごみへの混⼊がなくなる

・分別の徹底
・リサイクルルートの確⽴

・可燃ごみ中のペットボトル量，プラス
チックごみ量

③ プラスチックごみによる海洋汚染が低減されている
・確実な焼却・埋⽴，ポイ捨ての防⽌

・河川や海への流出防⽌のためのポイ捨て防
⽌，河川清掃活動の促進

・適正処理の推進
・不法投棄処理量
・河川清掃ごみ中のプラスチックごみ量

施策の⽅向性について＜②プラスチックごみ対策の今後の展開＞
2 本市のプラスチックごみの現状

2009 2018 2018-2009

資源化可能な古紙 4.6 4.4 -0.2
資源化困難な古紙 4.8 4.7 -0.1
⾷品廃棄物 9.3 7.9 -1.4
プラスチック類 4.9 5.5 0.6
その他 3.2 4.3 1.1

1.6 2.0 0.4
28.4 28.8 0.4
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表１ 家庭ごみの組成の推移

３ 新計画での施策の⽅向性

図１ プラスチックごみの組成

（2018年）

○2009年度⽐︓約6千ﾄﾝ増加
（表１参照）

○ レジ袋 ︓約5千ﾄﾝ
（図１参照）

○ レジ袋削減に関する市⺠意識
︓「レジ袋は必要，今のままで
よい」と回答した率は⼤幅に
減少（図２参照）

○ ペットボトル︓約2.7千ﾄﾝ
○ その他の容器包装プラスチック

︓近年約3.5〜4.0万ﾄﾝ排出
(図1参照)

プラスチック類の現状

⼤幅に減少

「レジ袋は必要，現状のままでよい」

図２ 市民アンケート

(2019年）

主な課題
・「リフューズ」の推進
・適正分別の周知強化
・容器包装プラスチックの処理の
あり⽅について整理が必要

資料４

１ プラスチックごみを取り巻く状況

・廃プラスチック有効利⽤率の低さ、海洋プラスチック等による環境汚染が世界的課題
・我が国は国内で適正処理・3Rを率先し、国際貢献も実施。⼀⽅、世界で2番⽬の1⼈当
たりの容器包装廃棄量、アジア各国での輸⼊規制等の課題

【背景】

【基本原則】
－３Ｒ + Renewable （持続可能な資源）－

プラスチック資源循環戦略

プラスチックの循環状況と課題（全国ベース）

再⽣樹脂投⼊量
76万ﾄﾝ※３

リサイクル量
Ａ 再⽣利⽤ ︓208万ﾄﾝ
Ｂ ケミカルリサイクル︓39万ﾄﾝ
Ｃ 固形燃料/セメント原・燃料

︓173万ﾄﾝ

樹脂⽣産量
1,067万ﾄﾝ

樹脂製品消費量
1,029万ﾄﾝ

使⽤済み製品排出量
891万ﾄﾝ（Ａ~Ｄ）

ナフサ供給量
4,436万k㍑

Ｄ 焼却※２・埋⽴
471万ﾄﾝ

※２ 発電，熱回収しているものも含む
未回収率は︓約53％

※(⼀社)プラスチック循環利⽤協会HP参照

※3 再⽣利⽤の内，
海外輸出分などを除く

①新たな資源の投⼊抑制に向けた課題
・徹底した発⽣抑制(ワンウェイプラの削減)
・持続可能な素材への転換(代替素材の利⽤促進)

②回収とリサイクル推進に向け
た課題

・素材の多様化
・再⽣利⽤に不向き
(衛⽣⾯・劣化・汚れなど)

汚れ，劣化等により必ずしもLCA評価※１
において再⽣利⽤が上位ではない
※1 LCA︓ライフサイクルアセスメント

③プラごみによる海洋汚染防⽌に向けた課題
・ポイ捨て防⽌，河川清掃活動の促進
・確実な焼却・埋⽴

（万ﾄﾝ）

（％）


